
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の目的 

自治会町内会と商店街が協力して、自治会町内会への加入促進&商店街振興を図り、地域の活性化を目指します。 

構成メンバー  

洋光台連合自治町内会、洋光台広域商店街連合会（サンモール洋光台、洋光台ショップ 27 店会、洋南協栄会） 

 

 

 

 自治会町内会に加入するメリットを感じられるよう、「洋光台地

域協力会」が、オリジナルの会員証を 11 月から発行します。３商

店街の協力店舗でこの会員証を提示すると、特定の日や購入額等

に応じた割引などのサービスが受けられる仕組みです。併せて、協

力店舗のマップと各店舗のサービス内容を紹介する冊子も配付し

ます。活動初年の今年は、34 の協力店舗と、約 4,000 世帯が取

組に参加します。（いずれも任意参加） 

磯子区では、様々な団体が連携し、地域の交流・活性化のための活動が行われています。 

「つながる ひろがる」では、そのような活動を応援するための“地域運営補助金”を活用し、地域の盛り上げに

取り組んでいるグループを紹介します。活動をはじめたきっかけや目的は様々ですが、どのグループも地域を良く

したいと思う気持ちがあります。「つながる ひろがる」を通して、これから活動を始めようとするグループ、 

既に活動をしているグループの新たな一歩につなげたい、と思っています。 

第３号では『洋光台地域協力会』と『「元気なおかむらまちづくり」の会』を紹介します。 

 

 

 

 

洋光台地域協力会 

第 号 

磯子区地域運営補助金 活用団体紹介通信 

配付予定の会員証（右）と協力店舗マップ 

※会員証は名刺サイズ 

 地域だからこそ出来る工夫で取組を広げたい 

自治会町内会の反応は、「活動初年なので、様子を見たい」という方もいますし、「自治会加入

のメリットを未加入者に分かりやすく伝えることができる」という意見もあり様々です。 

今後は、地区イベント会場での啓発物品配付など、自治会町内会と商店街が協力して、PR を

行っていく予定です。効果はまだこれからですが、商店街での割引など、地域だからこそ出来る

工夫で取組を広げていきたいです。また、次年度は他地区での参加も促したいと思っています。 

 

協力店舗を紹介する冊子とともに 

 

▶左から 洋光台連合自治町内会 南副会長、三上会長、福島事務

局長、サンモール洋光台 柿木会長 
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「つながる ひろがる」と地域運営補助金は 区 HP にも掲載しています。 

磯子区 HP 内で「つながる ひろがる」を検索！  

・発行元 磯子区役所区政推進課 地域力推進担当  

           TEL:045-750-2398、FAX:045-750-2533  

活動の目的 

高齢者世帯が増加する中、社会環境の変化や世代による価値観の違い等で、地域住民の交流が少なくなっています。 

そこで、高齢者が持つ様々な技術・経験を活用し、親子で参加できるイベントを開催することで、三世代交流を通した

地域の活性化を目指します。 

構成メンバー    

岡村地区連合町内会、岡村地区子ども会連絡協議会、岡村地区青少年指導員協議会、岡村地区スポーツ推進員協議会 

昨年 12 月、お正月をテーマに「ミニ門松」と「和凧」を親子で作るイベン

トを開催し、子どもを中心に、21 名が参加しました。講師は、岡村公園管理

事務所（公園の自主イベントとしてミニ門松作りを実施）と、地区に住む「日

本の凧の会」（全国で和凧の普及に取り組む）磯子支部のメンバーです。 

磯子区地域運営補助金とは 

①自治会町内会を含む二つ以上の団体が連携している、②地域のために継続して行う活動（地域交流・地域活性化

のためのイベントなど）である、③民主的な意思決定の場がある、の要件を満たすグループに、補助対象経費の 

9 割を上限に、最長３年間支援するものです。 

■平成 29 年度の募集は来年１月を予定しています。是非、補助金の活用を御検討ください。 

 

 

 

 

「元気な おかむら まちづくり」の会 

つながる ひろがる 

・発行日 平成 28 年 11 月  

 畳表は畳屋さんのカット品、孟宗竹は地域、

真竹は公園の協力により、それぞれ提供して

いただきました。初めてのイベントで手探り

状態でしたが、地域の協力もあり、無事成功で

きました。 

 昨年の参加者からは、「楽しかった」、「また来年

も」などの声がありました。今年は、ミニ門松と和

凧作りに加えて、地域の方に講師をお願いし、食品

サンプル作りの実施も計画中です。 

ミニ門松作りの様子 

作品と一緒に 

和凧作りの様子 

第 号 

地域の協力で成功 今後について 

竹に畳表を巻く作業が難しい・・・ 

ミニ門松作りでは、竹に畳表を巻く作業や縄の締め方など難しい作業が多く、参加

者は、講師から長年の経験を活かしたアドバイスを受け、作品を作っていました。ま

た、和凧作りでは、和紙と竹で作った和凧に、思い思いのデザインを入れ、講師から

凧揚げのコツや和凧と西洋凧の違いなどを教えて頂きました。また、後日、岡村公園

の協力により、野球場を開放し凧揚げもしました。 

地元の方に講師をお願いしたことで、地域の三世代交流につながりました。 

http://3.bp.blogspot.com/-tGdGcQkBTR8/VaMNkr7rsxI/AAAAAAAAvZk/iaAJaehHSuA/s800/man_52.png

